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　6月4日に粟野河原河川敷で「令和元年度　第18回玖珠郡
合同防災訓練」が行われました。
　参加機関の迅速かつ適切な災害対応により、要救助者の救
助等が行われ、いつ起こるかわからない災害にむけて連携を
深めました。

九重町、玖珠町、陸上自衛隊玖珠駐屯地、玖珠警察署、大分県警交通機動隊、大分
県防災航空隊、玖珠土木事務所、日田玖珠広域消防組合、国土交通省九州地方整備
局大分河川国道事務所、九重町消防団、玖珠町消防団、玖珠郡医師会、九重町社会
福祉協議会、九重町建設業協会、玖珠地区LPガス協議会、九州電力（株）日田配
電事業所、西日本電信電話（株）大分支店、九重町ボランティア協議会

１ 九重町災害対策本部の設置　２ 自衛隊バイク隊、警察トライアル隊、消防署の津波風水害対策車（バギー）による偵察訓
練　３ 災害現地の画像を消防署がドローンで対策本部に伝送　４ 対策本部に伝送された災害現地の画像　５ 建設業協会が通
行不能町道を重機で土砂除去　６ 九重町消防団が埋没車両を発見・土砂除去　７ 消防署救助隊が土砂除去された車両から車
内の人を救助し救急車で搬送　８ 玖珠町消防団による土のう積み　９ 自衛隊が倒壊家屋の中に取り残された救助者を救出・
搬送　10 自衛隊が埋没車両の撤去　11 消防署が津波風水害対策車で孤立地へ物資搬送　12 自衛隊の炊事車・玖珠LPガス協
議会・九重町ボランティア協議会による炊き出し

参加機関

写真

第18回玖珠郡合同防災訓練の訓練想定

九重町に3日から断続的に大雨が続
いており、4日に災害が発生してい
るため、同日に九重町災害対策本部
を設置。
被害状況の確認、通行不能町道の土
砂除去、埋没車両や倒壊家屋からの
要救助者の救助・搬送、土のう積
み、孤立地域への物資搬送、炊き出
し、災害時伝言ダイヤル等の訓練が
行われました。

▼
▼

大切な命を守るために

令和元年度

第18回玖珠郡合同防災訓練
令和元年度

第18回玖珠郡合同防災訓練

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12
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九重町・玖珠町おでかけ情報

心の扉

ハート降るここのえ
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図書館だより

暮らしの情報

休日当番医

人の動き　ほか

2019 年６月号

町からのお知らせ

町からのお知らせ
●2019プレミアム付商品券の利用店舗募集　[P9]
●町営住宅等の入居者募集　[P10]
●特定防衛施設周辺整備調整交付金　[P11]
●食中毒にご注意ください　[P11]
●国民健康保険の賦課限度額の改正　[P12]
●国民年金広場　[P12]
●高齢者医療保険料の均等割りについて　[P13]
●九重版DMO講演会を開催します　[P13]
●九重町ブライダルアドバイザー紹介　[P14]
●ファーマーズスクール研修生募集　［P15］
●脳いきいき広場参加者募集　［P16］
●まちの担い手応援事業「報告レポート」［P17］

九重町プレミアム“夢”商品券
販売開始します！

7月1日
より 限  定 5,000 冊

売れ切れ次第終了！

☆1万円で 11,000 円のお買物【1万円で 10％お得な商品券】
★商品券はお買物に便利な 500円券 22枚綴り
☆商品券は、お一人につき 5冊まで購入できます。
★使用有効期限は、令和元年 12月 31日までです。
☆商品券をご利用できるお店は「取扱店」ポスターのあるお店です。 
★令和元年 7月末まで、購入には引換券が必要です。
☆引換券で購入する際は、氏名・住所・電話番号を正確に記入してください。

商品券販売所
九重町商工会（東飯田）／スーパースーパー本松屋（東飯田）
ショッピングパークアミ―（野上）／高原ショップ小野（飯田）
リカーショップさとう（南山田）

●お問い合わせ　九重町商工会　☎ ７６－２４２４

今月の表紙
6月5日に野上公民館で、野上放課後チャレンジ教室の「防
火防災教室」が行われました。今年度、野上地区と野矢地区
で放課後チャレンジ教室がスタートしています。この日は、
日田玖珠広域消防組合にご協力いただき、火災発生時の対応
についてDVDを観たあとに、消火器の使い方について教わ
りました。子どもたちは火災の怖さや、発生時には自分の身
を守ることが一番大切であること等を学びました。
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ここが便利！

図書館の司
書

借りた本のタイトルや返却
日がわかるレシートをお渡
しします。図書館
は最大 10冊まで
借りることがで
きるので、ある
と便利と好評です

九重文化センターの入り口
に返却用ボックス
があります。「開
館時間に間に合わ
ず返却できなかっ
た」場合等にご利
用ください

蔵書検索が館内のパソコンや、
ご自宅のパソコンからできま
す。作者
や本のタ
イトル等
から検索
できます

図書館のここが便利です！
ここが便利！

ここが便利！

麻生夕子さん
オススメの本
富士日記／武田百合子
アンネの日記／アンネフランク
百年の孤独／G・ガルシア＝マルケス

井上華寿美さん
オススメの本
雨の名前／高橋順子
たった一言が人生を動かす
88の名言／北原照久

髙橋政子さん
オススメの本
聖の青春／大崎善生
舟を編む／三浦しをん
蜜蜂と遠雷／恩田陸

図書館のこと、本のことならなんでも、お気軽にご相談ください！

入口

児童コーナー
絵本や紙芝居がたくさん。毎月の
おはなし会もここで

新聞・雑誌コーナー

書架

書架
書架

書架 書架児童コーナー 書架

書架

書架

書架

書架

書架
机

机
書架

書架には本がたくさん。くらしに
役立つ情報、完結したシリーズ、
県立図書館コーナーも充実

館内には机やベンチ、ソファ
がたくさん。好きな場所で読
書タイムを

机・ベンチ・ソファ

百科事典・コミックス・
DVD等
図書館は小さい文字の
本だけ……ではなく、
コミックスやDVDも
あります。大人買いな
らぬ“大人借り”をする
人も

九重町図書館内図

新
聞
や
人
気
の
雑
誌
な
ど
そ
ろ
っ

て
お
り
、
新
刊
以
外
は
貸
出
も
し

て
い
ま
す

カウンター

かすみ まさこ

さとし
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　小さい頃から本に親しんで、読書を好きになっ
てもらいたいと考え、取り組んでいます。
　4カ月健診の赤ちゃんに絵本の読み聞かせ
（BOOKスタート）と、「図書館利用カード」
の申込みを受け付けています。お申込みいただく
と、次の７カ月健診で赤ちゃんのお名前で作った
カードをお渡します。まだ早い？と思われるかも
しれませんが、保護者の方の優しい声と表情は赤
ちゃんに届いています。

小さい頃から、絵本を開く時間や楽しさを

　ホームページで蔵書検索をしたり、図書館に来てみた
けれど読みたかった本が貸出中だったりしたとき。そん
なときは司書まで、ぜひお声かけください。新しく購入
したり、県立図書館や他図書館からお借りしてくること
ができるかもしれません。また、来館いただければ受付
カウンターで本のご予約も可能です。

　あたたかい春の風に吹かれながら野菜づくりの本を、
梅雨で家にこもりがちなときはファンタジーで冒険に、
過ごしやすい秋の夜長には長編ミステリーをじっくり、
寒い冬はコタツで心温まる本でほっこりしてみません
か。

　まずは、まさに梅雨の時季の今。じめじめとした天気を吹き飛ばすような、わくわくドキドキの本
の冒険に出てみましょう。九重町図書館がそのお手伝いをさせていただきます。

皆さんとつくっていく図書館であるために

おはなし会

蔵書検索では、小さなお子さん
にも検索していただけるよう
『大人用』『こどもよう』に分か
れています。図書館ホームペー
ジも「こどものためのとしょか
んサイト」をつくっています

司書の井上さんおススメの本「雨の名前」には、日本のいろんな雨の呼び名が載っています。
そのなかから、もうじき七夕ということで、3択クイズです。
七夕の前日に降る雨のことを何と言うでしょう？
　①洒涙雨（さいるいう）
　②笹涙雨（ささなきあめ）
　③洗車雨（せんしゃう）

▼
▼

答え：③洗車雨。ひこ星（牛飼い）が織姫を迎えに行くために乗る
　　　牛車を洗う水が雨となって降るという言い伝えから。
　　　①と②は七夕当日に降る雨のこと。

と　き　毎月第２土曜日
　　　　午前10時30分～午前11時
内　容　小さなお子さんにも楽しんでもらえ

る絵本や紙芝居を読み聞かせ。読み
聞かせは、3つのグループ（チーム
そらまめくん、スター、プチとま
と）が交代で行っています。

　　　　読み聞かせが終わったら、
　　　　キラキラシールをみんなで
　　　　貼るのも楽しみの１つです。

　来て、見て、

さわってみてね

どなたでも

ご参加いただけます

5 月のおはなし会に参加した
おともだちが貼ったキラキラシール

大きな窓から自然光が差し込み、やさしい
明るさに包まれた図書館

▼
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　地域おこし協力隊の辞令交付が九重町役場で
行われ、新たに豊田大志朗さんが任命されまし
た。日野町長より「地域にどんどん出て行って
九重町を活性化してください」と激励が送られ
ました。大分市出身の豊田さんは「九重町に早
く馴染み、活動を行っていきたいと思います」
と決意を述べられました。

地域おこし協力隊を任命！

　九重ライオンズクラブより、２月17日に九
重文化センターで行われた「第19回新春チャ
リティー芸能・かくし芸大会」の益金として
50,000円の寄附をいただきました。益金は各
福祉団体にも寄附されています。
　いただいた寄附は、青少年健全事業の振興の
ために役立てられます。

（左から）日野町長、九重ライオンズクラブ会長の
池部俊慈さん

豊田さん（写真右）は、野上地区ふれあい交流センター
にいますので、ぜひお声かけください

ご寄附ありがとうございます8
５

7
５

　玖珠工業団地に建設された、新栄合板工業株
式会社の工場見学が行われました。
　玖珠工場は新規雇用の多くを郡内から雇用し
ており、玖珠郡内外で伐採された約11万㎥の
スギやヒノキの国産原木を使い、年間をとおし
て合板が作られます。当日は、合板が出来上が
るまでのすべての工程が見学されました。

工場では、原木の運搬、切削、接着剤の塗布や張り合わ
せ等、作業の多くが機械で行われています

絵画を寄贈した田邉さん（後列一番右）と緑陽中学校 1年
生 6人（絵画が寄贈された東飯田小学校の卒業生）

（絵画寄贈・手紙の関連記事等は、平成 30年広報ここの
え 12月号・平成 31年 3月号に掲載）

玖珠郡の新たな雇用の場として24
5

　昨年、中津市在住の田邉了さんより寄贈され
た絵画のうちの1点が、東飯田小学校に飾られ
ました。絵画をきっかけに手紙のやり取りが行
われ、今回、田邉さんと中学生の対面となりま
した。田邉さんが絵画について話されると、中
学生は熱心に聞いていました。

絵画がつないだ手紙と対話24
5

たいしろうとよだ

りょう

まちの話題
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全国に九重町の魅力をPR

　九重キャンペーンレディ発表会が、九重町役
場で行われました。
　第32代キャンペーンレディとして新たに任
命されたのは、時松愛里さん。時松さんの任期
は２年で、昨年選ばれた高橋美優さんととも
に、県内外で九重町の魅力を発信していただき
ます。
　今年はラグビーワールドカップも大分県で行
われることから、高橋さんと時松さん、お二人
のさらなる活躍が期待されます。

28
5

（左から）高橋美優さん、宇田梓弓さん、時松愛里さん

　　　　　　　　この２年間、県内
外様々なイベントやメディアに出さ
せていただき、大変貴重な経験と沢
山の素敵な思い出ができました。こ
の経験と沢山の出会いは一生忘れら
れない、大切な宝物です。２年間の
任期を無事終えられる事を嬉しく思
います。ありがとうございました。

　　　　　　　　はじめまして。今
回、第32代キャンペーンレディに
なりました時松です。
　２年間自分にできる限り九重町の
魅力をPRし、観光で訪れるばかり
でなく、「住みたい」と思ってもら
えるようにがんばっていきたいで
す。２年間よろしくお願いします。

　　　　　　　　この１年間イベン
ト等にたくさん出させて頂き、学ぶ
事の多い１年でした。初めて経験し
た事ばかりでしたが、たくさんの方
のおかげで、1年間楽しんで、やり
切る事ができました。1年目の経験
を活かし、魅力たっぷりの九重町を
PRしていきます。２年目もよろし
くお願いします。

宇田 梓弓さん 高橋 美優さん 時松 愛里さん

まちの話題
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あずみ みゆ あいり

　久住山の山頂にて、第67回くじゅう山開き
が開催されました。
　小雨が降る中、山頂祭には多くの登山客が集
まり、今年の山の安全を祈願して神事や万歳三
唱が行われました。時折雨が止むと、三俣山や
平治岳のミヤマキリシマが見え、登山客が足を
とめて景色を楽しむ姿が見られました。

宝八幡宮の甲斐宮司により神事が行われ、山頂祭が終
わると参加者にペナントが配布されました

くじゅうの山の安全を祈願して2
6

　３年ぶりに改訂された「九重町暮らしの便利
帳」4,500部が、株式会社サイネックスの西日
本営業本部の隈元勝久副本部長より時松副町長
に手渡されました。

（左から）時松副町長、隈元勝久副本部長

暮らしに役立つ情報が満載！7
6

九重町と株式会社サイネックスが共同発行している
冊子で、地域の事業者のみなさまの御理解・御協力
による紙面への広告掲載料で製作されています。

九重町暮らしの便利帳

くまもと
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　令和元年10月から行われる消費税・地方消費税率の引き上げによる、消費に与える影響を緩和
するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的として、プレミアム付商品券の販
売を行います。なお、商工会取扱いのプレミアム商品券（ｐ3下段）とは異なります。

2019 プレミアム付商品券の利用店舗を募集しています！
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

募集対象店舗について

九重町内の店舗が対象です。
商品券の利用対象外となる商品　タバコ、商品券、プリペイドカード、金融商品　等

▼
▼

▼
▼

募集期間・申込方法・窓口について

　利用店舗に登録いただける場合は、役場へ申請手続きをお願いします。
　利用店舗にお申込みいただき、プレミアム付商品券が店舗で使用された場合、役場で換金の手続
きをしていただきます。

2019 プレミアム付商品券について

　今回、2019プレミアム付商品券をご購入いただける方は、非課税世帯の方と子育て世帯（0～2
歳児）の方です。

募集期間　　令和元年６月24日（月）～令和元年８月９日（金）
申込方法　　健康福祉課（役場１階）に申込書を提出してください。
　　　　　　➡申込書は健康福祉課及び九重町ホームページから
　　　　　　　ダウンロードできます。
換金方法　　①九重町役場へ使用済み商品券を提出してく
　　　　　　　ださい。
　　　　　　②提出日以降の指定日に口座振込みにて、換
　　　　　　　金金額をお支払いします。
　　　　　　（換金にかかる手数料は無料です）

▼
▼

▼
▼

▼

対象人数　　約2,500人
販 売 額　　１セット：4,000円
　　　　　　〔券面額は、500円券×10枚＝5,000円〕
　　　　　　➡1セットにつき1,000円補助（プレミアム補助率
　　　　　　　20％）となります。
購入上限額　１人５セットまで
販売期間　　令和元年９月２日（月）～令和２年１月31日（金）
使用期間　　令和元年10月１日（火）～令和２年３月15日（日）
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

基本減額　次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料について、28,000円／月を減額。
　　　　　（１）入居時点において新婚世帯で、かつ、入居日から5年を超えていない世帯又は妊娠し

ている者がいる世帯。
　　　　　（２）入居時点において子育て世帯又は新婚世帯で、かつ、同居の子が規則で定める学校に

在学しており、18歳に達する日以後の最初の3月31日を迎えていない世帯。
注 意 点　住宅地の周辺には田畑や施設等が存在するため、天候等の状況によって臭いや音、虫等が発

生することも考えられますので、周辺の状況を承諾の上、申込みください。また、インター
ネットは個人での加入等が必要です。

募集期間：令和元年６月 18日（火）～６月 28日（金）午後 5時まで

住　　所　九重町大字右田 785 番地の 1
募集戸数　一般向け 1戸（2階）
　　　　　住宅使用料は、所得に基づき
　　　　　決定します。
間 取 り　３LDK

▲九重町HP

町営青山住宅

住　　所　九重町大字松木 5353 番地の 1
募集戸数　高齢者向け 1戸（3階）
　　　　　60歳以上の方のみ申込みできます。住宅
　　　　　使用料は、所得に基づき決定します。
間 取 り　２DK
　　　　　※オール電化住宅。IHクッキングヒーター
　　　　　　（20A据置タイプ）が必要。

町営恵良住宅

住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　子育て世帯・新婚世帯向け 1戸（2階）
間 取 り　３LDK
　　　　　※オール電化住宅。IHクッキングヒーター
　　　　　　（20A据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　基本住宅使用料　78,000 円／月
　　　　　　　駐車場使用料　1,000 円／月（1台分）

町
営
住
宅

奥野住宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

町営住宅・地域優良賃貸住宅の申込みについて

●入居予定日：令和元年８月１日（木）
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。
　また、九重町ホームページからもダウンロードできます。
●申込みには、所定制限等の要件があります。応募が多数の場合、抽選により入居を決定します。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。
●詳細は、建設課にお問い合わせまたは九重町ホームページでご確認ください。

広報ここのえ　2019.６月号
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食中毒にご注意ください！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　細菌やウイルスなどが混入した食品をとることで起こる食中毒。６月から気温や湿度が高くなる
ので、食中毒が発生しやすい時季になります。食中毒は家庭でも発生していますのでご注意ください。

食中毒菌を付けない

手洗い
調理器具を清潔に
肉や魚はビニール袋に
入れ、他の
食品が汚染
されないよ
う冷蔵庫へ

食中毒菌を増やさない

速やかに調理
速やかに食べる

食中毒菌をやっつける

材料の中心部まで十分に
加熱

●

●

●

●

●

●

食中毒予防の 3原則

×

特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して整備を行いました
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　この交付金は、日出生台演習場関連公共施設の設置又は運
用に伴う影響の軽減を図るため、周辺市町村が行う公共用施
設の整備又はその他の生活環境の改善若しくは開発の円滑な
実施に寄与する事業に充てるための交付金で、防衛省から交
付されたものです。平成30年度においては、69,498千円
（普通交付額44,831千円、特別交付額24,667千円）が交付
され、平成29年度からの繰越事業分36,439千円を加え、
105,937千円が交付されました。町では交付金を活用し次の
事業を実施しました。

事業名 内　容 事業費
入小野線道路改良事業

田尻集会所新築事業

東飯田公民館新築事業

26,971　

5,346　

231,484　

（27,260）

（16,475）

307,536　
（43,735）

（繰越事業）
上旦線道路改良事業
（繰越事業）
無田硫黄山線道路改良事業

改良・舗装工事
（延長 122.9m）

建築・電気設備・給排水・冷暖房
（延床面積 566.37㎡）

建設に係る設計書作成
木造平屋建て（延床面積 140㎡）

改良・舗装工事
（延長 91.3m）

改良・舗装工事
（延長 223.5m）

合　計
（うち 29年度からの繰越分）

（千円） 充当額
20,000　

4,000　

45,498　

（21,900）

（14,539）

105,937　
（36,439）

（千円）

東飯田公民館
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　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予
となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度(50歳未満)」がありますので、年金事務所または住民
課の国民年金担当窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

　①今年度分（令和元年７月から翌年６月）の免除申請
　　　［受付開始］令和元年７月１日から

　②学生納付特例申請
　　　［受付開始］平成31年４月１日から

　※①、②のいずれも申請ができる過去期間は、申請書を提出した日から２年１ヶ月前までです。
　　また、申請には年度ごとの申請書の提出が必要です。

失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていたために
未納期間を有している方等は、一度、年金事務所また住民課（役場１階）の国民年金窓口へご
相談ください。

国民年金保険料免除等の申請について
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

国民健康保険の賦課限度額の改正について
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

　地方税法の一部改正に伴い、平成31年４月から国民健康保険税を算定する際の賦課限度額は、
医療給付費分が61万円に改正されました。

　医療給付費分・後期高齢者支援金分・介護納付金分には、それぞれ課税の上限額が設定されてい
ます。所得割額、平等割額、均等割額の合計が、上記の賦課限度額までの課税となります。
　国民健康保険税率の均等割の税額改正については、広報ここのえ4月号に掲載しています

区　分

医療給付費分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

改正前

58万円

19万円

16万円

改正後

61万円

19万円

16万円

改正内容

3万円引き上げ

変更なし

変更なし

●賦課限度額の改正点

賦課限度額とは

▼
▼
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75 歳以上で医療保険料の均等割 9割軽減の皆様へ
●お問い合わせ【後期高齢者医療制度】住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　【介護保険】健康福祉課　☎７６－３８２１
　　　　　　　【年金生活者支援給付金】ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

　高齢者医療保険料の均等割について、これまで９割軽減となっていた方は、今年度、８割軽減に
変わります。
　介護保険料については、今年度、所得の低い高齢者への保険料の負担軽減が強化されます。所得
の低い年金受給者の方へは、今年10月から、年金生活者支援給付金（基準額月5,000円）の制度が
始まります。

平成 30年度
9 割軽減

保険料の納付額（１割）
（月平均 400円納付）

（例）年金収入 80万円以下の方

平成 31年度
８割軽減

保険料の納付額（２割）
（月平均 800円納付）

※年金からの引き落とし
　で納めている場合、引
　き落とし額への影響は
　10月からです。

介護保険料軽減は、課税者が同居している場合は対象外となります。
老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）の場合、支給要件（ 65 歳以上で老齢基礎年金を受給中、世帯
全員の市町村民税が非課税、前年の年金収入額と所得額の合計が 879,300 円以下）をすべて満たす必要があります。
金額は保険料を納めた期間等により異なり、基本的に 10、11月分を 12月 ( 年金の支払日と同日 )に振込みます。

▼
▼

九重版ＤＭＯ講演会を開催します
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　九重町は、九重版DMOの設立に向けての準備を始めました。
　まずは、DMOとは何かを知っていただくために、九重町主催で講演会を開催します。多くの方
のご参加をお待ちしています。

と　き　　7月 11日（木）午後 1時 30分～
ところ　　九重町役場　301会議室（3階）
講演会　　演題　「DMOづくりに向けて（仮）」
　　　　　講師　JTBプランニングネットワーク　地域交流センター
　　　　　　　　地域振興部長　田中　徹　氏
対象者　　どなたでも参加いただけます。入場無料。

▼
▼

▼
▼

　はじめて目にする方も多いかと思います。DMOは「観光地経営体」などと訳されています。
　DMOは、地域の自然や暮らし・食・文化などを観光資源として捉え、多くの方に九重町にお越しいただ
くための「かじ取り役」です。
　DMOは、農業、観光、商工業などと連携して地域が儲かる仕組みづくりを行います。

DMOってなに？
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第 10期九重町ブライダルアドバイザーをご紹介します
●お問い合わせ　企画調整課　☎７６－３８０７

　九重町ブライダルアドバイザーまで、結婚活動のご相談を是非お寄せください。ご本人はもちろ
ん、親御さんからのご相談もお待ちしております。

委　員
委　員
副会長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
会　長
委　員

永楽　清徳
原田　栄子
梶谷　恵子
穴井　悠佳
野上香代子
伊東　賢吾
石川さやみ
軸丸　弘子
馬場　志保
矢野　正三
櫛山　浩二
吉光千鶴子

東飯田

野　上

飯　田

南山田

氏　　名地　区

　九重町ブライダルアドバイザーは、名前の通り九重町内の独身男女の出会いの場を提供することを目的と
した会で、各地区代表の12名で構成され、毎月１回企画会議を行っています。
　時代が進む中、私達アドバイザーも、今の時代と個々のニーズに沿った研修等に参加し、どうしたら町内
の独身男女が結ばれるのか勉強中です。
　全国的にも少子高齢化の時代です。特に田舎では顕著であり、結婚したい人が結婚することが出来るお手
伝いをして、人口減少に歯止めを掛けたいと思っています。
　「１人の方が気楽」「今が充実している」「お金を自由に使う事が出来る」と、未婚の選択をするという幸
せの形も人それぞれあるかと思います。しかし、私個人的な意見になりますが、人間は年を重ねると１人が
寂しく感じるのではないかと思っています。加えて、老後の心配もあるかと思います。
　私は結婚し、子どもを持ち、日々の大変さの中でも、子どもの笑顔に救われ子どもから学び、明日への活
力を貰い原動力となっています。結婚をしたいかしたくないかを考える時、子どもが欲しいか欲しくないか
という視点でも考えてみてください。
　最後に、職場と自宅の往復で同じことを繰り返す日々で、出会う機会が無い方が大半かもしれませんが、
結婚を諦めるのではなく、自分自身がまず行動をおこし自宅から出て、イベントに参加しましょう！私達ア
ドバイザーが全力でサポートさせて頂きます！！
　また大分県でも、OITAえんむす部の出会いサポートセンターがあり、婚活サポートを行っていますが、
九重町では登録者が現在のところ１名だけです。元号も令和となり、新しい年のスタートとなりました。こ
の機会に登録をしてみませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10期九重町ブライダルアドバイザー　会長　櫛山　浩二

第10期九重町ブライダルアドバイザー

▲４月の企画会議（町長から委嘱状交付）の際の写真です。
　前列左から、石川さやみさん、櫛山浩二さん、日野町長、
　　　　　　　野上香代子さん、原田栄子さん
　後列左から、矢野正三さん、吉光千鶴子さん、梶谷恵子さん、
　　　　　　　穴井悠佳さん、伊東賢吾さん

会長あいさつ

九重町では、OITAえんむす部の出会いサポートセンター等、民間団体が行うお見合
いサポートに入会・お見合いを行う際に補助金を交付する「お見合いサービス助成事
業」を行っています。詳しくは、５月に各世帯にお配りしています「まちの事業紹
介」（12ページ）をご覧ください。OITAえんむす部

出会いサポートセンターキャラクター
おーくん、えんちゃん
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ファーマーズスクールの研修生を募集します！
●お問い合わせ　農林課　☎７６－３８０４

　九重町では特産品の振興を図るため、高収益が見込める「トマト」または「椎茸」栽培経営を目
指す研修生を募集しています。

　まずは、本研修に入るための短期体験研修を以下の日程で実施します。短期体験研修では、九重町
の栽培方法や生産者などを知ってもらい、本研修への足掛かりとなることを目的として開催します。

ファーマーズスクール概要

短期体験研修のご案内

研修品目　　夏秋トマト（大玉）、椎茸（乾・生）
研修期間　　原則２年間（経験がある方は１年でも可）
募集締切　　トマト　11月末まで
　　　　　　椎　茸　 ９月末まで
申込方法　　農林課（役場1階）または九重町HPに掲載

している申込書等を提出して下さい
　　　　　　※研修生で、要件を満たす方は農業次世代人

材投資事業（最大150万円/年を最長２年
間）を予算の範囲内で給付

▼
▼

▼
▼

日　　時　　７月 6日（土）～ 7日（日）　※集合時間、研修日程は後日ご案内します
集合場所　　九重町役場　正面玄関
研修場所　　九重町内の受入農家の農地など
対 象 者　　トマト及び椎茸栽培に関心のある方（先着 3組まで）
研修費用　　無料（昼食代については、自己負担でお願いします）
申込方法　　農林課まで FAX、メール、電話でご連絡ください
研修内容　　トマト：選果場、受入農家の農地での作業など
　　　　　　椎　茸：受入農家の山林での作業など

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

研修内容　　たけのこ生産・竹林管理の知識、技術、先進地視察　等
募集人数　　40名（定員を超えた場合は選考）
研修場所　　日出町、福岡県八女市立花町　等
研 修 日　　10月中旬、2月下旬、3月下旬の合計 3回
費　　用　　受講料無料。交通費各自負担
募集期間　　７月 1日（月）～ 7月 31日（水）
申込み・お問い合わせ　　県西部振興局農山村振興部（☎0973-22-2585）

大分県では「たけのこ生産竹林楽校」の受講生を募集しています

お気軽にお問い
合わせください

伐竹作業の
担い手を育成する
「竹林楽校通型研修」
の受講生も募集中！
詳しくは　　　
県HPまで

▲九重町HP
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“脳いきいき広場” 参加者募集！
●お問い合わせ　地域包括支援センター　☎７６－３８６３

　脳にいいことをみんなで楽しむ “脳いきいき広場” に参加して、一緒に脳を元気にしませんか。

九重町では、いつまでもイキイキとした脳で、健
康的に過ごせるように、認知症予防や健康づくり
に役立つ教室を各地区公民館で開催しています。
興味のある方、意欲のある方ならどなたでも参加
できます。

▼
▼

【内容】ラジオ体操やめじろん元気アップ体操
　　　　簡単な計算や、物語などを声を出して読む音読
　　　　歌を歌ったり、楽しいレクリエーション、笑いヨガなど

「計算すること、音読することが好きになった」
「自分だけではできないことが、みんなと楽しくで
きる！」
「いろんなことに挑戦してみたいと思うようになっ
た」
「家にひきこもりがちだったが、毎週通う場所がで
きて気持ちが明るくなった（週１回参加者）」

▼
▼
▼

▼

「脳いきいき広場」
ってどんなところ？

どんな人が
参加できるの？

“とても楽しい” と評判です

それにとっても効果的！

場　　所

東飯田公民館

野上公民館

飯田公民館

南山田公民館

開催日

毎週金曜日

第１火曜日

第３木曜日

第１金曜日

時　　間
午前９時30分～
　　　　　午前11時15分
午前９時30分～
　　　　　午前11時30分

午前９時50分～
　　　　　午前11時30分

午後２時30分～
　　　　　午後４時00分

申込先 参加費

無　料
※教材費等で
徴収する場合
があります。

☎76-3116

☎77-6810

☎79-2251

☎78-8801

●脳いきいき広場●

ボランティア募集中！
　教室に一緒に参加して、プリントの配布など教室運営のお手伝いをしていただけるボランティアの方を募集
しています。興味のある方は各地区公民館か地域包括支援センターまでお問い合わせください。

参加者の声

「脳いきいき広場」の効果は １．脳が元気になる
 ２．気持ちが穏やかになる
 ３．やる気がでる

あなたも一緒に
脳にいいことはじめましょう
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まちの担い手応援事業とは？
●幅広い視野と優秀な技術及び能力を身につけ、まちの担い手として主体的にまちづくりに
　関わる（関わりたい）人に対して補助する制度です。
●詳細は社会教育課までお問い合わせください。

●と　き　平成30年11月16日（金）
●ところ　野上公民館
●企画者　南　光洋
●参加者　町政に関心のある、町内外約30名

目的
　近隣町と比較して、移住者の受入れ機関や移住
者および町民同志の対話の場が不足している様に
見受けられる九重町において、立地的に類似性の
ある奈良県東吉野村に移住され積極的に場づくり
や村への提言をされている、シェアオフィス「オ
フィスキャンプ」代表の坂本大祐氏。
　私設図書館「ルチャリブロ」主催の青木真兵氏
を招いて現況や現場での問題を報告。
　意見交換することで新たな視点やアイデアを模
索する。

講演会・意見交換
［18：30～20：00　講演会実施］
　東吉野村へ移住、活躍している坂本、青木両氏
より活動報告と問題点を報告していただき、それ
を受ける形で町民が九重町の現況を報告。議題は
①移住者・空き家、②子育て・教育、③行政・街
づくりをはじめ多岐にわたったため多少散漫にな
りがちであったが、まずは両地の共通点・相違点
を確認しながら九重町でのアイデアを模索でき
た。

　両町村または民間レベルでの交流を続けていく
ことで合意ができたのは、成果であったと思われ
る。実際に青木氏が１月に、企画者（南）が３月
に相互訪問を行っている。今後も協力しあえる関
係を構築していきたい。

講演者について
　「オフィスキャンプ」主催の坂本氏はシャアオ
フィス営業の傍らさまざまな企画・デザイン事業
を運営。その活動で関係のできた人脈を中心に円
滑、自然な形で移住を促し、移住後もさまざまな
人同志をつなぐことで問題の解決に積極的に参
加。当初は信頼も共感もさほど得られなかったも
のの、重要な存在ではあるが、出すぎないよう住
民・移住者双方をサポート。次第に町の重要事項
に関係するものに機能が移行しつつある。また、
坂本氏運営のオフィスではカフェも併設されてい
るため町民・移住者の貴重な対話の場ともなって
いる。
　「ルチャリブロ」主催の青木氏は障がい者施設
に勤務しながら人文系施設図書館を主催。また独
立系の古代地中海研究者としても活躍中。図書館
の所在は位置的にも東吉野村に関心のある人々の
端緒的な機能を担っているが、あくまで“中立的”
な立ち位置を維持している。
　両者に共通しているのは、常に民間の立場で村
内・村外の関係者と接している。その利点・不利
な点を意識しつつも活発に行動されている。

まちの担い手応援事業報告レポート

●お問い合わせ　社会教育課　☎７６－３８２３
－楽しみをつなぐところ～つながる場所づくり～「講演とトークセッション」－

野上公民館に集まった参加者

（左から）坂本大祐さん、青木真兵さん

たいすけ

しんぺい
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人権

No.275心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　「エシカル」という言葉を聞くようになりました。意
味は、倫理的とか道徳的。転じて、環境保全や地域社会
のことを考えた良識的な活動というニュアンスで使われ
ることの多い言葉です。その行動のひとつが、「エシカ
ル消費」。「人と社会、地球環境、地域のことを考慮し
てつくられたもの」を購入・消費することを言います。
　たとえば、服。1枚の服の向こうにも、さまざまな物
語があります。その服は、つくる人を貧困などの不幸に
追いやっていないか、環境を破壊していないか。買うな
らば、つくる人も、着る私も、両方幸せにするものを買
う。それが「エシカル消費」です。

　「エシカル消費」のひとつが、障がい者のつくったも
のを買うことです。
　玖珠郡には、障がい者のつくった「いいもの」がたく

さんあります。たとえば、「わ～くす・たんぽぽ」のお
菓子やコーヒー豆、「森のクレヨン」の軽食やパン、
「ほほえみ工房」のスギナ茶やエコ石けんなど。

　障がい者の大きなテーマが社会参加です。
　歴史をみると、障がい者は、長い間、どの社会でも特
別扱いされ、隔離され、ときには偏見の対象でした。障
がい者が、障がいのない人と同じ扱いを受けるように
なったのは、世界的にみても1970年代以降とされま
す。最近は、障がいとは、それぞれがもつ身体的な障害
だけでなく、その人が社会で、障がいのない人と同じよ
うに活動することができない社会的障害こそが問題であ
ると考え方が台頭してきています。その一つのあらわれ
が、障がい者が社会生活をしていくうえでバリアとなっ
ていることを解消することを自治体や事業者などに求め
る「障害者差別解消法（2013年）」です。

　社会には、障がい者の社会参加を拒む壁がまだまだあ
ります。それを変えていくのは、ひとりひとりの行動で
す。「エシカル消費」もその一つです。障がい者がつ
くったものを、たくさんの人が利用することで、障がい
者自身の自立や社会参加が進みます。

　買い物で地域をより良い方向に変えていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉課

買い物で地域を変えよう

九重町・玖珠町のおでかけ情報

7/ 5（金）午後7時～

7/ 6（土）午前10時～

7/ 6（土）午後7時30分～

7/13（土）・14（日）

7/13（土）午前10時～

7/20（土）

7/20（土）午後1時～

7/21（日）午前10時～

7/27（土）午後8時～

8/ 3（土）

久留島水軍軒先市［森本町通り］

宝八幡宮あじさい祭り［宝八幡宮］

七夕まつり［宝泉寺・旅館九重駐車場］

野上祇園祭［豊後中村駅前］

清水瀑園滝開き［清水瀑園］

下旦祇園［下旦地区］

玖珠祇園大祭［協心橋周辺］

土曜夜市［森駅通り商店街］　

九重飯田高原ナイトハイク［飯田高原］

久留島水軍軒先市実行委員会　☎72-0301

宝八幡宮社務所　☎76-3129

九重町観光協会　☎73-5505

商工観光・自然環境課　☎76-3150

玖珠町観光協会　☎72-1313

商工観光・自然環境課　☎76-3150

祇園大祭実行委員会　☎72-1211

森駅通り土曜夜市実行委員会　☎72-1029

商工観光・自然環境課　☎76-3150

九重 “夢” 大吊橋 納涼フェスタ［九重 “夢” 大吊橋中村エリア駐車場］
　　　　　　　　　　　　　　　　　問 九重 “夢” 大吊橋観光案内所　☎73-3800

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

６月のハート降る♥ここのえ

あ
る
日
の
出
来
事

　
そ
れ
は
今
年
３
月
中
頃
、
ま
だ
肌
寒
い
日
の
事
で

す
。
私
達
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
は
公
民
館
で
の
脳
い
き

い
き
教
室
が
終
わ
り
、
帰
り
の
バ
ス
停
に
行
き
ま
し

た
。
す
る
と
高
校
生
か
な
と
思
う
く
ら
い
の
男
の
子

ど
も
さ
ん
が
バ
ス
を
待
つ
の
か
、
長
い
ベ
ン
チ
の
端

の
方
に
腰
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
私
達
も
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
そ
の
横
に
座
り
、

一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
寒
い
ね
」
と
言
い
乍
ら

脱
い
で
い
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
前
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
私
い
つ
も
止
め
き
ら
ん
の
よ
」
と
、
誰
か
に
上

げ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
の
事
。
私
は
「
よ
く
押
し
こ

ん
で
か
ら
上
げ
な
い
と
こ
わ
れ
る
よ
」
と
言
い
乍
ら

手
伝
お
う
と
モ
タ
モ
タ
し
て
い
た
ら
、
向
こ
う
の
方

に
い
た
男
の
子
ど
も
さ
ん
が
さ
っ
と
来
て
、
止
め
て

く
れ
て
、
ま
た
向
こ
う
に
行
っ
た
。

　
「
ど
こ
の
子
ど
も
さ
ん
か
知
っ
て
る
の
」
と
言
っ

た
が
誰
も
知
ら
な
い
。

　
今
時
の
子
ど
も
さ
ん
で
も
こ
ん
な
子
ど
も
が
い
る

と
、
み
ん
な
で
関
心
。
若
い
親
御
さ
ん
の
家
庭
を
想

像
し
な
が
ら
楽
し
い
出
来
事
で
し
た
。

　
バ
ス
の
通
過
す
る
前
、
お
母
さ
ん
が
迎
え
に
来
て

子
ど
も
さ
ん
は
そ
の
車
に
乗
り
ま
し
た
。

　
今
頃
の
子
ど
も
は
と
か
、
若
い
親
達
は
と
か
、
い

つ
も
批
判
す
る
私
達
で
す
が
、
反
省
す
る
出
来
事
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
86
歳
お
ば
ば

ふるさとの
 文化財探訪

第62回

地
名
考
察
の
留
意
点

地
名
に
つ
い
て
（
４
）

文
化
財
調
査
員
　
甲
　
斐
　
素
　
純

　
○
第
二
は
、
漢
字
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
。

　
地
名
に
は
、
ほ
と
ん
ど
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
漢
字
は
あ
と
で
つ

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
域
で
漢
字
の
知
識
が
一
般
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
地
名

は
つ
い
て
い
る
の
で
、
漢
字
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
語
あ
る
い
は
そ
の
方
言

と
し
て
の
地
名
の
発
音
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
大
字
引
治
の
内
の
小
字
名
に
、「
用
作
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
行
政
呼
び
で

は
「
ヨ
ウ
サ
ク
」
と
い
う
。
地
元
で
は
、
恐
ら
く
「
ゆ
う
じ
ゃ
く
」
と
称
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
漢
字
は
こ
の
字
で
い
い
が
、
そ
れ
は
「
ユ
ウ
ジ
ャ
ク
」
と
読
む
べ
き
で
、
行
政
呼
び
は
本
来

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
読
み
で
は
な
い
。

　
こ
の
例
は
、
漢
字
が
本
来
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
伝
え
、
読
み
が
意
味
を
な
さ
な
い
。
ま
た
逆
に
読
み

の
「
ユ
ウ
ジ
ャ
ク
」
が
残
っ
て
、
あ
て
字
の
「
遊
雀
」
と
な
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
こ
の
漢
字
か
ら
、
こ

の
地
名
の
意
味
を
、「
昔
雀
が
沢
山
こ
こ
に
集
ま
っ
て
遊
ん
で
い
た
所
」
と
い
っ
た
、
間
違
っ
た
解
釈
を

し
が
ち
で
あ
る
。

　
こ
の
『
用
作
』
と
は
、
文
化
庁
技
官
服
部
英
雄
氏
（
現
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
と
「
中
世
の

領
主
ク
ラ
ス
の
も
の
の
直
営
田
で
、
領
主
等
が
自
分
の
下
人
を
使
っ
て
耕
作
さ
せ
た
手
作
地
で
あ
る
。
つ

ま
り
一
般
農
民
の
耕
作
す
る
水
田
で
は
な
く
、
領
主
自
身
の
特
別
な
水
田
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
般
の

水
田
よ
り
は
優
良
田
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
、

『
研
究
紀
要
』
）
Ｖ
所
収
「
二
豊
の
ユ
ウ
ジ
ャ
ク
ー
現
地
調
査
の
方
法
に
よ
る
中
世
村
落
史
研
究
へ
の
試

み
ー
」
）
と
い
う
。

　
次
に
、「
ド
イ
」
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。
大
字
松
木
川
上
の
通
称
「
本
村
」
と
い
わ
れ
て
い
る
集
落

は
、
又
の
名
を
「
ド
イ
」
と
も
い
う
。

　
江
戸
時
代
以
前
、
中
世
と
称
す
る
鎌
倉
時
代
以
降
戦
国
時
代
ま
で

は
、
玖
珠
盆
地
内
は
豊
後
清
原
一
族
を
中
心
と
す
る
武
士
が
直
接
支

配
し
て
い
た
。
大
字
松
木
地
域
は
清
原
一
族
の
松
木
氏
の
支
配
地
で

あ
り
、
恐
ら
く
こ
こ
「
ド
イ
」
に
居
館
を
構
え
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
中
世
の
武
士
達
は
、
交
通
路
や
用
水
な
ど
を
支
配
し
や
す
い
要
衝

の
地
に
面
し
て
、
堀
や
土
塁
で
囲
ま
れ
た
居
館
を
構
え
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
は
、「
堀
の
内
、
土
居
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
に
は
、
食
糧
や
資
材
を
入
れ
る
倉
庫
・
主
人
の
住
ま
い
す
る

主
屋
・
従
者
・
下
人
な
ど
の
住
む
小
屋
な
ど
が
存
在
し
た
。

お
も
や

松木川右岸～ドイ～（昭和 30年代）
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ほんの森６月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　４月から、２つの月刊誌『月刊ＰＨＰ』と『ＰＨＰくらしラク～る♪』が仲間入りしました。毎月10日過ぎ頃
に新刊が届きます。現在、図書館で読める雑誌は寄贈も含めて41誌！どれも貸出、予約ができます。休日や雨の
日はぜひ図書館をご利用ください。そしてどうぞゆっくりとお過ごしください。お待ちいたしております。

『新しい雑誌が入りました！』

●児童書・コミック
すずちゃんののうみそ　自閉症スペクトラムのすずちゃん　竹山美奈子
超超超…むずかしすぎるまちがいさがし　
おしりたんてい　かいとうねらわれたはなよめ　　トロル
鹿の王 水底の橋　　　　　　　　　　　　　  上橋菜穂子
銭天堂ふしぎ駄菓子屋１１　　　　　　　　　　廣嶋玲子
第65回青少年読書感想文課題図書（小学1年生～高校生）　 その他多数
●一般図書
武士の賦（居眠り磐音シリーズ２）　　　　　　 佐伯泰英
拝領刀の謎（口入屋用心棒４４）　　　　　　　 鈴木英治
彼女たちの場合は　　　　　　　　　　　　　　江國香織
マジカルグランマ　　　　　　　　　　　　　　柚木麻子
とめどなく囁く　　　　　　　　　　　　　　　桐野夏生
裸の華　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜木紫乃
肖像彫刻家　　　　　　　　　　　　　　　　　篠田節子
あなたの愛人の名は　　　　　　　　　　　　　島本理生
シーソーモンスター　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎
おまえの罪を自白しろ　　　　　　　　　　　　真保裕一
メモの魔力　　　　　　　　　　　　　　　　　前田裕二
樹木希林さんからの手紙　ＮＨＫクローズアップ現代・編
マリコを止めるな！　　　　　　　　　　　　　林真理子
本当の翻訳の話をしよう　　　　　　　　　村上春樹・他

あせらず、たゆまず、ゆっくりと。　　　　　　赤木春恵
論語と算盤 現代語訳　　　　　　　　　　　　  渋沢栄一
家族終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井順子
ヴィオラ母さん　　　　　　　　　　　　　ヤマザキマリ
科学的だからおいしい！お弁当のコツ　　　　　水島弘史
料理が苦痛だ　　　　　　　　　　　　　　　本多理恵子
すぐわかる病害虫ポケット図鑑　花・庭木・野菜・果樹・水稲　大阪府植物防疫協会・編
アンミカ流ポジティブ脳の作り方　　　　　　　アンミカ
トランス脂肪酸から子どもを守る　脳を壊す「油」、育てる「油」　   山田豊文
運転免許認知機能検査　　　　　　　　　広川慶裕・監修
迷路の外には何がある？　　　　スペンサー・ジョンソン
平成と天皇　　　　　　　　　　　　保阪正康・半藤一利
ＧＡＦＡ×ＢＡＴＨ　　　　　　　　　　　　　田中道昭
外国人労働者・移民・難民ってだれのこと？　　内藤正典
「地域人口ビジョン」をつくる　　　　　　　 藤山浩・編
「売る」から、「売れる」へ。　　　　　　　　　　水野学
梅沢富美男のズバッと聞きます！きくち体操スペシャル
傾聴のコツ　　　　　　　　　　　　　　　　　金田諦應
図解誰でもできる石積み入門　　　　　　　　　真田純子
自分で治す認知症予防と対策
季刊のぼろ　九州・山口版　Ｖｏｌ．24（2019春）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～雨の季節です。本は濡れてしまうと弁償になる場合があります。お気をつけ下さい～

小・中学生からお年寄りまで多くの読者
とともに「生き方」を考える広場のよう
な雑誌です。さまざまな方々の貴重な体
験や思いが心の漢方薬のようにじわじわ
と効きいてきます。掲載される文章は短

文、読み切りが中心。小サイズなので、どこにでも持ち歩
け、ちょっとした時間にも読むことができます。

何気ない毎日をラクに楽しく過ごせるよ
うに応援する生活情報誌。料理、掃除、
収納、お金管理、段取り術といった家事
から、人間関係やストレスなどの心理問
題、開運方法など、誰もが関心のある

テーマを、最新のノウハウとその道の専門家の解説で分か
りやすく紹介しています。こちらも小サイズです。

【月刊ＰＨＰ】 【ＰＨＰくらしラク～る♪】

※雑誌スポンサーについての申込・お問い合わせは図書館（７６－３８８８）または図書館のホームページをご覧ください。

図書館では、「雑誌スポンサー」様（掲載は申込順）から
右記の雑誌を寄贈していただいています。どれも人気のあ
る雑誌です。利用者も図書館員もとても感謝しています！
ありがとうございます！今後ともどうぞよろしくお願いい
たします！

雑誌名

Ｃｏｍｅｈｏｍｅ！

NHKためしてガッテン！
サライ
レタスクラブ

開始年

2015年～

2015年～
2015年～
2016年～

スポンサー名

日野書店様
八鹿酒造様
九州電力様

メナード化粧品
フェイシャルサロン・フレンズラブ様

●「おはなし会」毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００
６月のボランティアグループは「プチとまと」さんでした。
７月は「チームそらまめくん」（７月１3日の予定）です。
赤ちゃん大歓迎です！ボランティアさんが工夫して、
やさしい手あそびや、ことばのリズムが楽しい絵本を読んで
くれます。どうぞお気軽に遊びにいらしてください。

５
月
の
お
は
な
し

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ス
タ
ー
」
の
須

藤
さ
ん
が
手
あ
そ

び
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
よ
！

５
月
の
お
は
な
し

会
で
読
ん
だ
本
で

す
。

おはなし会に来てくれたお
友だちには、記念にお名前
とシールを貼ってもらって
います。キラキラのお姫さ
まシシール用意してます！

お
知
ら
せ

【雑誌スポンサー様　ありがとうございます！】【雑誌スポンサー様　ありがとうございます！】
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●　暮らしの情報

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

■
と
　
き　
７
月
10
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
南
山
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
７
月
16
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

　
■
と
　
き　
７
月
12
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

■
と
　
き　
７
月
４
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、

許
認
可
申
請
、
生
活
老
後
の
心
配
事
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
行
政
書
士
会

日
田
支
部
会
（
担
当　
穴
井
）

　
☎
０
９
７‐
５
３
７‐

７
０
８
９

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
７
月
９
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
７
月
29
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
役
場

■
対
象
者　
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子

さ
ま
及
び
そ
の
関
係
者

■
内
　
容　
育
児
や
学
習
、
生
活
、
学
習

や
転
学
の
相
談
。
聴
覚
障
が
い
教
育
に

関
す
る
情
報
提
供
。
医
療
・
福
祉
・
保

健
・
教
育
機
関
等
と
の
連
携
な
ど

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

■
申
込
期
限　
７
月
12
日
㈮

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
秘
密
厳
守

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
聾
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
４
３‐

２
０
４
７
、

　

０
９
７‐

５
４
６‐

２
１
１
１
）

■
と
　
き　
７
月
31
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
土
地
境
界
に
関
す
る
こ
と
や

土
地
・
建
物
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
２
７
８
）

　
大
分
県
で
は
、
原
木
し
い
た
け
生
産
へ

の
就
農
を
支
援
す
る
た
め
、
習
熟
度
に
応

じ
た
２
つ
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

　
し
い
た
け
栽
培
へ
の
就
農
を
検
討
中
の

方
、
就
農
間
も
な
い
方
等
、
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
栽
培
基
礎
研
修
】

　
計
４
回（
９
月
、
10
月
、
２
月
、
３
月
）

の
研
修
会
（
講
義
、
簡
単
な
実
技
）

■
初
回
開
講
日　
９
月
８
日
㈰
予
定

■
研
修
場
所　
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー
林
業
研
究
部
き
の
こ
グ
ル
ー
プ

（
豊
後
大
野
市
三
重
町
）

■
募
集
人
数　
40
名

【
生
産
現
場
通
型
研
修
】

　
最
大
12
日
間
、
研
修
生
在
住
地
の
近
隣

優
良
生
産
者
の
生
産
現
場
に
通
い
、
生

産
者
か
ら
直
接
、
技
術
指
導
を
受
け
る

実
践
研
修

■
募
集
人
数　
５
名

【
共
通
事
項
】

■
申
込
方
法　
受
講
申
込
書
を
西
部
振
興

局
ま
た
は
役
場
農
林
課
ま
で
提
出

■
申
込
期
間

　
７
月
１
日
㈪
〜
７
月
31
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
農
林
水
産
部
林
産

振
興
室
椎
茸
振
興
班

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
８
３
６
）

　
鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
等
、
大
惨
事

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
等
、
線
路
に
近
接
し
た
作
業

を
行
う
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

各
種
相
談

お
知
ら
せ

鉄
道
隣
接
工
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

土
地
家
屋
調
査
士
の
日
　
無
料
相
談

し
い
た
け
栽
培
研
修
生
募
集

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

行
政
相
談

障
が
い
巡
回
相
談

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」
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■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

（
☎
０
９
７‐

５
１
３‐

５
８
５
３
）

■
と
　
き　
７
月
６
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

■
内
　
容　
高
専
生
が
行
う
体
験
学
習
や

模
擬
体
験
、
学
校
説
明
会
や
学
生
ク
ラ

ブ
活
動
紹
介
等
、「
高
専
」
を
体
験
で

き
る
１
日
で
す

■
そ
の
他　
入
場
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
工
業
高
等
専
門

　
学
校
総
務
課
企
画
室

（
☎
０
９
７‐

５
５
２‐

６
４
５
０
）

■
と
　
き　
第
１
回
：
７
月
24
日
㈬

　
　
　
　
　
第
２
回
：
８
月
７
日
㈬

　
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜

　
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
対
　
象　
発
達
障
が
い
者
の
ご
家
族

■
そ
の
他　
参
加
無
料
。
要
事
前
申
込
み

■
申
込
期
限　
７
月
５
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

【
わ
な
猟
】

■
と
　
き　
７
月
15
日
、
７
月
28
日
、

　
８
月
４
日
、
８
月
25
日
、
９
月
１
日
、

９
月
８
日
、
９
月
21
日

　
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分

【
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
】

■
と
　
き　
７
月
20
日
、
７
月
21
日
、

　
９
月
22
日
、
９
月
23
日

■
受
講
料

●
わ
な
猟
８
，
０
０
０
円

●
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
は
各
々

１
２
，
０
０
０
円

●
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、
わ
な
猟

及
び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟
及
び
第

一
種
銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃
猟
は
、

各
々
２
０
，
０
０
０
円

■
対
象
者　
大
分
県
に
住
所
地
を
有
し
、

後
日
、
大
分
県
が
行
う
狩
猟
免
許
試
験

を
受
験
す
る
方

■
そ
の
他　
事
前
申
込
が
必
要
。
申
込
方

法
・
申
込
期
間
等
の
詳
細
は
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
玖
珠
郡
猟
友
会
事
務
局　
松
尾
健

（
☎
７
６‐

３
１
２
５
）

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。
申
込
受
付
は
６
月
17
日

（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、
詳
細
は

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
受
付

期
間
及
び
申
込
先
は
、
申
込
方
法
及
び
希

望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
人
事
院
九
州
事
務
局

（
☎
０
９
２‐

４
３
１‐

７
７
３
３
）

　
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
０
９
６‐

３
５
４‐

６
１
７
１
）

　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

■
講
習
区
分

【
Ａ
区
分
】
給
油
取
扱
所
に
従
事
し
て
い

る
危
険
物
取
扱
者

【
Ｃ
区
分
】
Ａ
区
分
を
除
く
施
設
に
従
事

し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

■
講
習
日　

【
Ａ
区
分
】
９
月
19
日
㈭

【
Ｃ
区
分
】
８
月
28
日
㈬

い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　
日
田
総
合
庁
舎

■
受
講
料　
４
，
７
０
０
円

■
受
付
期
間

　
７
月
16
日
㈫
〜
７
月
24
日
㈬

■
申
請
受
付
場
所　
玖
珠
消
防
署

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
消
防
署
危
険
物

係
（
☎
７
２‐

２
１
４
１
）

■
募
集
コ
ー
ス　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈪
〜
７
月
24
日
㈬

■
訓
練
期
間　
９
月
３
日
㈫
〜
令
和
２
年

２
月
28
日
㈮

■
説
明
会　
７
月
23
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

試
験
・
講
習
会

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
生
募
集

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

２
０
１
９
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

大
分
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス ※作業内容や環境条件、使用重機によっては 8ｍ以上

　の場合でも近接工事の適用となる場合があります

概ね 8ｍ

近接工事 近接工事
線路内

概ね 8ｍ

大分
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（敬称略）

金 山

書 曲 一

筋 湯

粟野本村

中 央 一

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

修喜

賢治

太一

雄一

正受

あべ　        まお

えとう　       すず

さとう　     はるま

さとう　      らい

ふじえだ　     りの

５月１日～５月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,411  人
4,497  人
  4,914  人
3,893 　 

13
7
6
5

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

甲　斐　明　生
甲　斐　成　美
佐　藤　忠　昭
佐　藤　マサ子
清　水　廣　己
髙　倉　啓　二
日　野　立　明
平　山　鉄　夫

筋 湯
日 向 下
口 の 園
書 曲 三
無 田 中 一
中 巣
中 巣
栗 原

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

1

3

5

5

14

7

27

75

40

149

8

30

80

45

163

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・5月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

阿部　真士

江藤　翠珠

佐藤　陽真

佐藤　良亥

藤枝　梨乃

　毎年この梅雨時期は、全国各地で長い間雨が降り続けることによ
り、山間部や急傾斜地では地盤が緩み、土砂崩れなどが発生してい
ます。さらに、短時間で急激な降雨が重なると、土石流などの災害
が起こりやすくなります。
　そこで、日頃から水害による被害を最小限にとどめるため、万が
一に備えしっかり準備しておきましょう。
《ポイント》
　●自宅の周りの危険箇所を把握しておく。
　●避難経路、避難場所の確認。
　●ラジオ・懐中電灯・非常食の準備。
　●家族、知り合いの連絡先の確認。
　また、近くの山から小石などが転がってきたり、木が裂ける様な
音を聞いたときには、すぐにその場から避難しましょう。土砂崩れ
や地すべりが起こる前触れです。
　雨が続き避難勧告や避難指示が出されたときは速やかに避難して
下さい。
　勧告や指示が出なくても周囲に危険を感じたらすぐに避難する事
が大切です。自分の身は自分で守るようにしましょう。

「大雨による災害への備え」

男

女

男

女

女

84
68
79
84
64
87
83
83

小さい頃から絵本が好きで、小学校の図書
館で大好きだった『みどりいろのたね』と
いう絵本は、今でも思い出してはわくわく
します。大人になってからはミステリーも
好きで、犯人が気になって眠れない！と一
気に読み終えてしまうことも…。ですが、
季節や気分で、読みたい本は変わってきま
す。図書館には自宅の棚にはおさまりきら
ないくらいのたくさんの本があり、その時
に読みたい本を、時間をかけて選んでいく
ことができます。ぜひ、皆さんも図書館で
一冊、手にとってみてはいかがでしょう
か。　　　　　　　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

６月

７月

23日

30日

7日

14日

15日

21日

28日

72-0330

72-2167

72-2135

77-6121

72-2466

73-2030

72-2143

塚 脇

塚 脇

春日町

野 上

　森　

北山田

春日町

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-5305

76-2018

0973-57-2102

0973-22-2556

72-5983

0973-22-0075

0973-28-7688

日田市

恵 良

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

★都合で変更する場合があります。

友成産婦人科医院

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

荒 木 医 院

北山田クリニック

長内科小児科胃腸科医院

合 原 歯 科 医 院

玉 井 歯 科 医 院

小 野 歯 科 医 院

桑 野 歯 科 医 院

井上第２歯科医院

アペックス歯科

またけ歯科クリニック

2019 年６月・７月休日当番医
● 

歯
科
医

６月

７月

23日

30日

7日

14日

15日

21日

28日

電　話住　所 医療機関名日月

2

4

16

6

28



　
五
木
寛
之
は
、
老
い
の
愁
い
を
「
孤
独
」
と

は
っ
き
り
名
付
け
、
そ
れ
を
存
分
に
楽
し
ん
で

生
き
て
い
こ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
畑
の
葱
坊
主
が
風
に
吹
か
れ

「
孤
独
も
ま
た
よ
し
」
と

頷
い
て
い
ま
す
。

　
寿
大
学
の
文
芸
部
俳
句
ゼ
ミ
も
新
入
生
を
た

く
さ
ん
お
迎
え
し
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。
今
月

か
ら
ま
た
佳
句
を
紹
介
で
す
。

　
☎
７
６
ー
３
８
８
８
（
直
通
）

　
眼
白
は
一
年
中
見
ら
れ
る
鳥

で
も
あ
る
が
、
初
夏
か
ら
仲
夏

は
繁
殖
期
な
の
で
夏
季
の
鳥
に

編
入
さ
れ
て
い
る
。

　
巣
立
っ
た
ひ
な
は
数
羽
が
押

し
合
う
よ
う
に
枝
に
並
ぶ
。
そ

の
よ
う
す
か
ら
﹁
目
白
押
し
﹂

の
言
葉
が
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
誰
も
が
興

味
を
持
ち
追
い
か
け
た
鳥
で
あ

る
。

読 者 俳 句

令
和

元
年

６
月

17日
発

行
（

通
巻

757号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

６
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

　

春
宵
は
、
明
る
く
謎
め
い
た
雰
囲
気
。
そ
こ
へ
宇
宙
船
が
音
も
無
く
現
れ

る
。
ま
る
で
春
の
宵
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
。
し
ば
し
の
時
間
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
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見
え
か
く
れ
居
て
花
こ
ぼ
す
眼
白
か
な
　
　
富
安
　
風
生

春
宵
や
無
音
の
宇
宙
船
と
ラ
ン
デ
ブ
ー

林　
　

香
澄

　
蛍
の
季
節
に
な
る
と
麦
わ
ら
で
蛍
か
ご
を
つ
く
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
昭

和
の
時
代
の
思
い
出
で
も
あ
り
ま
す
。
ば
あ
ば
（
祖
母
や
母
）
の
思
い
出
が
重

な
り
合
い
ま
す
。

蛍
籠
編
み
し
ば
あ
ば
の
面
影
よ

永
松
左
世
美

　
三
色
の
薔
薇
は
「
赤
」
に
「
ピ
ン
ク
」
に
「
白
」
で
し
ょ
う
か
。
花
言
葉
も

「
愛
情
」「
上
品
」「
深
い
尊
敬
」
多
く
を
言
わ
ず
と
も
伝
わ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

母
の
忌
や
三
色
の
薔
薇
寄
り
添
い
ぬ

豊　
　
　

國

　

花
を
見
る
と
都
へ
の
思
い
を
忘
れ
ら
れ
る
と
の
話
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
花
言
葉
は
「
し
ば
し
の
憩
い
」。
亡
き
人
へ
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

忌
日
な
る
都
忘
れ
の
咲
き
し
日
よ

吉
光
ヨ
ウ
子

（
選
者
・
評
）
▽
縁
側
な
ど
で
涼
を
求
め
る
の
が
「
端
居
」
で
す
が
、
そ
こ
で
こ
ら
え
性
が
な
く
な
っ
た
と
自
ら
を
悟
る
律

子
さ
ん
の
面
白
い
一
句
。
▽
蕗
は
初
夏
の
季
節
、
緑
の
団
扇
の
よ
う
な
葉
を
広
げ
る
。
長
話
と
蕗
の
葉
が
不
思
議
に
響
き
あ

う
泉
渓
さ
ん
の
一
句
。
▽
直
人
さ
ん
の
燕
の
「
Ｚ
文
字
」
に
は
、
脱
帽
。
▽
稚
児
百
合
は
、
半
日
陰
に
な
る
よ
う
な
林
縁
や

強
い
陽
光
が
さ
さ
な
い
明
る
い
林
内
を
好
み
ま
す
。
見
つ
け
た
時
の
動
き
を
瞬
時
に
捉
え
ま
し
た
。
今
月
は
ユ
ニ
ー
ク
な
句

が
満
載
で
す
。
来
月
も
楽
し
い
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

堪
え
性
な
く
な
り
し
身
の
端
居
か
な

蕗
の
葉
を
摘
み
来
し
妻
の
長
話

Ｚ
文
字
描
く
ツ
バ
メ
や
梅
雨
の
青

稚
児
百
合
の
前
で
足
止
め
登
山
口

入
梅
や
心
の
錆
を
洗
い
た
し

神
官
の
祝
詞
あ
ぐ
る
や
目
借
時

ほ
と
と
ぎ
す
令
和
元
年
忍
び
音

ま
た
一
つ
点
眼
増
え
て
薄
暑
か
な

老
い
て
な
お
鍬
を
持
つ
手
に
夏
至
の
風

水
を
張
り
て
棚
田
輝
く
夕
景
色

深
呼
吸
郷
の
匂
い
や
柿
若
葉

律　

子

泉　

渓

直　

人

則　

子

好　

美

八
千
子

文　

雄

良　

子

桐　

友

重　

吉

チ
ズ
子

九
重
寿
大
学
︵
文
芸
部
︶
俳
句
ゼ
ミ

老
愁
と
い
ふ
孤
独
あ
り
葱
坊
主

◇
五
月
句
会
の
高
点
句

今月の言葉　　　　　　　句調はずんばに千転せよ 芭蕉　　　

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

眼
白
眼
白

︵
若
葉
︶

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

「
季
語
が
動
く
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

句
会
な
ど
で
「
季
語
が
少
し
動
き
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
季
語
が
動
く
」
と

い
う
の
は
、
季
語
と
季
語
以
外
の
フ
レ
ー
ズ
の
結
び
つ
き
が
弱
い
と
言
う
か
、
必
然
性
が
感
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
前
回
も
少
し
ふ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
句
に
対
し
て
こ
の
季
語
で
は
な
く
、

こ
の
季
語
に
は
こ
の
句
こ
の
フ
レ
ー
ズ
と
の
結
び
付
き
だ
と
い
う
必
然
性
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
有
名
な
虚
子
の
句
に
〈
桐
一
葉
日
当
た
り
な
が
ら
落
ち
に
け
り
〉
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
は
季

語
が
動
く
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
季
語
以
外
の
何
か
が
あ
っ
て
、
後
か
ら
季
語
を
置
こ
う
と
す
る

と
、
ど
の
季
語
に
し
よ
う
か
と
迷
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
改
め
て
、
一
句
の
出
発
点
が
季
語
だ
と
考
え
る
と
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
季
語
が
動
く

と
言
う
の
は
、
季
語
と
季
語
以
外
の
結
び
付
き
の
強
さ
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
私
は
余
り
気
に
し

な
い
で
直
感
で
い
く
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
⑱

Ａ
⑱

佐
藤
ミ
サ
ヲ

７
月
号
の
締
め
切
り
は
28
日
必
着
で
す
。
最
低
２
句
以
上
お
つ
く
り
に
な
り
、
ハ

ガ
キ
で
応
募
下
さ
い
。
字
あ
ま
り
や
季
重
な
り
な
ど
は
添
削
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
添
削
希
望
の
方
に
は
お
葉
書
で
返
送
さ
せ
て
戴
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宛
先　
九
重
町
役
場
・
企
画
調
整
課
）

ふ　
　

ね

ととの　　　　　　　　　せんてん

佳
作
　
十
一
席

佳
作
　
十
一
席

こ
ら　

 

し
ょ
う

さ
と　
　

  
に
お




